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キタムラサキウニの飼育について
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Strogylocentrotus nudus. 

Yoshimasa AKI!¥IOTO and Kenji OKAZAKI 

まえがき

ウニ増殖を図るためl乙は，ウニの生態を明らかにする必要がある。

著者等は，キタムラサキウニlζついて 1964年から本県沿岸の各岩礁地域を港オくして，漁場の実態，

およびウニの生態調査号行ってきた。また一方，室内実験でキタムラサキウニの成長，および年令を

検討するため飼育実験を行った。

そω結果，成長Kついて若干の知見か得られたので報告する。

材料と方法

飼育fC使討したキタムラサキウ ιは， 1968年6月20日ICいわき市永崎の平磯で採取したものを使

用した。

角型水槽(40 cm X 60 cm x 30 cm )使用 ICよる飼育実験ωウニは， 10個体で殻径1.2cmから1.7

cmの範囲で，平均殻径 1・41四，平均全重量1.33 gであった3 飼育中の海水は流水としエアーレシヨ

ンを行った。

循環水槽(判明x60 cm x 50 em )使用による飼育実験のウニは， 10個体で平均殻径1.45佃，平

均全重電 1.38gて、あっL 飼育期間中の海水はポンプでろ過槽と飼育酔循環させに。換制原則

として，毎月 1向ウニ測定日 lζ行った。

両者ω飼育は，餌としてアラメを充分与え，投与量および残量は，海藻表面0)水面の水分を布で除
去したのち測定を行った。

ウニは，毎月 1回飼育水槽より取出して p 殻径，殻高，重量等喜子測定した。水温の測定は毎日 10時

lζ行ったコ

飼育期間は，循環水槽では 1968年6月29日から 1969年5月21日まで，角型水槽では 1968年6

月20日から 1970年 10月21f:lまで行ったコ

人工採苗Kよる飼育は， 1972年 11月 15日採苗を行い，浮遊期はキイトセラース， s付着初期はア
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ワビ附着板ω附着陸藻を使用して飼育し，殻径0・5cmより附着板より剥離して海藻の投餌を行った。

ウニIL標識を取付け室内飼育で、の製死状況および成長等を調べた。

第 1回の飼育実験は， 1968年6月28日から開始した。標識方法は，富士1)(1962)，川村2)

(1964)が行った万法と同じで，ウニの 柑 l 工二詰22
間歩帯の部分の上下1L2つの小孔をあけナ I 岡育水憎

イロンを通して標識を結びつけた。ウニは 25"l 

殻径は3.4-5.2閣を使用した。

第2回は1974年4月IL魚用タックガン

(Ban'ok 102 )密使用して，殻径4.0-

5.0咽のウニK標識を取付け水槽で飼育を

行った。なお，同時1(.ウニの大赫の切断に

よる標識(トゲカット方式)を行い，大線

の再生状況を観察した。各飼育実験は流水

20¥ 

式で投餌も行った。図 11乙円型巡環各水槽 10¥ 

の飼育水温の変化を図示した。

結 果

1968年6用から 1969年5月まで円型

水槽で飼育した小型ウニの月平均殻径の変

化を図21L示す。

4、型ウニの飼育結果は，月別平均殻径の
変化からわかるように， 6月から 8月にか

け殻径の成長は良好である。その後， 9， 

10， 11月0)成長がみられず， 1月以降再

び成長がみられている。

1年間の成長ぞみると，飼育開始時最大

殻径1.7cm，最小殻径1.2cm，平均1.41仰

の小型ウニは最大殻径3.9cm，最4瀬径3.5
佃，平均3.65cmと2.59倍になった。

規程

1968年6月から 1969年5月まで循環 銭径

水槽で餌育しTこ小型ウニ0)月別の平均殻長

の変化を図 31L示す。月別の平均殻径の変

化は， 8， 9， 10月ω3ヶ月の成長は他0)

月IL比較するとやや落込んでみられるが，

円型水槽の場合ほどではない。 6，7， 8月

と12月以降5月までの成長率は円型水槽と

同様である。 9，10， 11月の3ヶ月の成長

が良好であったのが特徴である。年間平均

して各月とも成長が認められている。

1年間の成長をみると，飼育開始時の最

大殻径2.0但，最小殻径1.4佃，平均殻径
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1，45四が， 11ヶ月後I乙は最大殻径4.5
cm，最小殻径 3.9cm，平均殻径4.15cmと

2.87倍となり，円型水槽より成長が良好

であっTこ。

1968年6月から 1969年5月まで円型

水槽で飼育した中型ウニの月平均殻径の変

化を図4fr.示す。月別の平均殻径の変化は

小型ウニlζ比較して勾配が低く，成長の悪

い乙とが明らかである。月別lζは，成長は

4月から 9月まで悪く， 10月以降成長が

みられる。

1年間の成長脅みると，平均殻径4.4cm

が10ヶ月後殻径 5.1叩で， 0.7cm程度し

か成長はみられず，小型ウニfL比較して年

聞の成長率は悪い。 按 4

1966年6月から 1968年 12月まで円型保

水槽で30ヶ月の間飼育しにイ空型ウニの平均 金

殻径，最小殻径，最大殻径の月平均を図5

iζ示す。まTこ，平均重量，最大重量，最小

重量を図 5・6fζ示す。
平均殻径の成長は，実験開始時 1.4cmで

あったのが， 1年後の 6月時3.85四， 2年

後の 6月時1L4.9岨 IL成長した。実験終了

時の30ヶ月後lζは平均殻長5.25田となっ

た。月別の成長は各年8，9， 10月iζ悪く，

3， 4， 5月の春先IL良好である。

重量は図6にみられるよう殻径の成長と

同じように，増加率がやや落ち乙む月がみ

られる。殻径3cm以下で、は， 8，9， 10月I乙

みられ， 4回以上では6，7， 8月の産卵期

と， 12， 1， 2月の冬期IL増加率がそOJf也の

月より低くなっている。 量

平均重量は飼育開始時iζ1.5 g， 1年後の (g)

6月Ir.27. 5g， 2年後の6月比 55g， 26 

ヶ月後の8月fr.55g fr.達していた。

平均殻径は実験開始から 12ヶ月後Iζ2.75

倍， 24ヶ月後fL3.5倍となり，平均重量で

は実験開始から 12ヶ月後IL18.33倍， 24ヶ

月後では36.67倍Iζ達した。なお， ζの聞の

飼育中の廃死は皆無でありTこ。

人工採苗のウニの殻径成長は， 1972年11

月15日採卵分を図 7fr.， 1973年10月30日
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図4.円型水樽飼育中型ウニの月別成長変化
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表1.標識ウニ飼育経過

¥標月識、目 43年6 7月
7月 7月 8月 9月

月28日 11日 21日 31日 21日 1 1日

7119 
4.7 4 7 4.7 4.7 4.7 死
(51.2) (52.0) (52.3) (49.0) (48.2) 

7446 
ら 0 5.0 ら.0 5.0 5.υ 死
(64.8) (63.8) (63.5 (52.0) ;57.2) 

5.222 ) 5.2 5.2 
ら.2 5.2 5.2 

7444 (72. 71.8) (71.0_} (ら1.0(69.7 70.0 

5.2 5.2 5.2 5.2 5.2 5.2 
7155 (64.3) (66.2) (63.8 (51.0) (63.0) (62.5) 

4.7 4.7 4.7 4.7 4.7 4.7 
7445 (57.0) (58.0) (56.4) (50.0) (56.4) (56.3) 

3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 
A047 (22.7) ( 22. 1 ) (22.4) (22.8) (22.8) 

採卵分を図81L示す。両者の成長は著しく差

がみられる。月別の最大殻径では，初期I乙著

しい成長差はみられるが，両者とほぼ満1年

で殻径3.3cm前後lとなるようであるo 最小殻

径では 1972年分は， 9月頃まで殻径0.25叩

の稚ウニがみられ， 9月以降成長がみムれる。

1973年分ではR4守智正長<);zもI1属周fe成長がみら
れる。最小殻長で満 1年目をみると 1972年分

では殻長0.7cm，1973年分はおよそ殻径2.5

咽と推察されその差が著しい。 ζの差は稚ウ

ニの飼育密度，餌料の質等の影響によるもの

と考えられる。平均では.1972年分で満 1

年自に殻径 2.6cm 1973 年は推定殻径 3.~

mとなる。

第 1回の 1968年 6月28日fe行った標識ウ

ニの飼育実験の結果は，実験開始3日後の 7

月1日までに50%が奨死した。その後，~残
ヮTこウニ 6個体の殻径，全重量の変化号表 1

9月

1ζ示す。

標識守取付けた初期の数日聞は奨死がみら

れたが，その後の繁死は 2ヶ月間以内にみら

れなかった。最高は 1個ωみ9ヶ月間標識を

取付けたまま生残った。それ以外は，およそ

2ヶ月で 2個体が廃死し，およそ 5ヶ月で 3

個体の標識の税務がみられた。

標識ウニは，闘育中の殻径の成長はみられ

ず，全重量はむしろ各個体とも減少傾向が認

められた。

10月 11月 12月

上段殻径 (cm ) 
下段全重量 (g) 

44年1 2月 3月

24日 22日 25日 21日月21B 22日 22日

5.3 5.3 5.3 5.3 5.3 5.2 

.0 ( 71.2 (71.0) ( 72.6) (73.6_} 73.3 
(75.Q2 

5.2 5.2 5.2 
脱落
5.2 

( 64.4) (65.0) (72.0) (83.0) 

4.8 4.8 4.8 4.8 脱落
(55.0) (54.5) (53.8) (53.6) 

3.4 3.4 3.4 脱落
( 22.8) (23.6) (22.2) 
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表2. タツグガン標識ウニの飼育結果

l-h 4パo4パ2 4パ50/'22 5/13 標識取付け部位

1 。。。。。
2 。。。。。

歩窃上部
3 。。。。。
4 。。。。X 
5 。。。。。
6 。。。ム X 

間歩僧上部
7 。6 x / / 
8 。6 6 × / 
9 。。。X ン/
10 。6 6 × / 間歩帯中部
11 。× 「一二r __/ __/ 間歩帯下部
12 。。。X / 
13 。× / / / 歩干告と間歩帯
¥40 。。。__/ / の申関上部
15 。。。6 X 歩手昔と間歩稽の中間下部
注 0:正常 6:衰弱 X:擬死

乙の結果から，乙の万法で標識を取付け水

槽内で 1~2 週間飼育後，生残った個体を漁

場IL放流すれば， 2~ 3ヶ月程度以円であれ

ば移動等の調査に使用可能と考えられるの

19]4年4丹10日IC魚周タックカ'ンを使用

した標識ウιのy件費飼育の結果告表 21ζ示す。

標識を歩帯の上部Ic取付けた個体は. 1ヶ

月以上の生残りがあった。間歩帯等lζ標識~

取付けると，生理症害をきたして生残りが悪

かιった。生理症者の原因は，生殖巣IL.傷が付

く乙と i乙起用していると推定される。

1可74年の同時期i乙大株の切断による標識(

トゲカット万式 jを試みたかち 1ヶ月平呈境で

大穂の再生がみられた。切断面を塩酸で処理

すると，再生が 10日程おくれた。再生穆は色彩が淡く，当初は細く短いので標識後2ヶ月位まで、は，

注意深く観察すれば識別できる。大轄の切断部位，切断本数の組み合せにより，数群~識別する ζ と

が可能である。

考 察

エゾパフンウニの室内飼育の成長に関しては，川村他3) (1960)，富士4)(1962)等の報告が

みられる。

川村他3) (1960)の報告によれば飼育実験の結果から，漁場における殻径組成の変化を推定し，

1~3 年のパフンウニの年令と成長をたしかめている。

20 
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図9.天然キタムラサキウニの殻径組成

キタムラサキウニの成長ICついては，川村 5)(1966)の報告以外は今のと乙ろないようである。

著者等は，今回行った天然産キタムラサキウニの稚ウニの飼育実験の結果と岡崎他6)(1975)が

行った人工採苗lζよるキタムラサキウニの飼育結果を基本として，漁場のキタムラサキウニの成長を

検討するため，此等の成長を図91L.示した。
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なお，天然のキタムラサキウニの産卵期は7月から 10月までみられる乙とから，人工採苗によるキ

タムラサキウニの発生期を 7月と 10月と仮定し，その後の成長を点線と実線で記入した。

人工採苗で嗣育した稚ウニ殻径 1cm-2・2岨を 6月比漁場1(.移殖し， 12ケ月後Iκ乙採捕しに殻径3.3

叩京長ぷぷ二諒辺二立zzz;:主;?民;ユ2主諸2早z22，Uα品12畠品2急急;L1長記LzL立誌T弐:詰出出iZ民;:;み』引恥外州吋t
ある。最大殻径の成長は 産卵期が 1叩O月以前であれば，乙の成長より良い結果と乙はEる。

RE:::謀長75255主:忠世間iJ2
3Zよ:117;♂;-L崎地先0)干潮帯で採捕しN タムラサキウニの鱗を図川示す。
乙0)殻径範聞を図…記入すると，人工採苗ウニの飼育曲線からみて，前年度発生群であると推
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1970年+月21日
永筒潮干婦

N= H 

定される。 1974年9月11日1(.永崎で採捕したウニの殻

径を図 91(.示す。

との殻径範囲を図 111(.記入すると，発生からほぼ満2

年目のものと推定される。

人工採苗(①-@)と天然 ~@-@ìの成長を比較して
みると，天然が若干低自民出ている。乙れは，天然産のキ

タムラサキウニの成長が悪い部類伍属すると考えられる。

天然の場合には，産卵期のずれ，稚ウ二の邑息する場所

の波浪，流れ，転石0)有無，地形の物理的条件と，餌料の

条件などにより成長の良いもωと，悪いものの差は(R第1(.

著しくなる。

発生時期を 9月と仮定して考えてみると，満1年で成長

州、ゥニは騨0・3叫良いものは殻径3加ue:'J:1)，平

均1.9佃となる。
満2年())成長は，悪いものは殻径2・5佃，良いものは殻

径 5.8咽となり，平均4.1固とはる。 ヲ

此等の平均成長は，室内飼育の結果ともほぼ一致していゐ。
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図10.天然キタムラサキウニの

殻径組成
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永崎で採捕したウニの殻径と生殖腺重量から，生殖腺比数を求めて図 121ζ示す。

ζの図から明らかなよう 1ζ，殻径 4.0個以上が生殖腺0)利用から考えると有効である。成長からみ

ても，満2年で 4.1田となる乙とを考えれば，アワビの満4年以上でないと漁獲8れない乙とから考

え合せて，ウニでは生殖腺が充実する 4.5回以上を対象として漁獲する ζとiζより，資源の有効利用

を計る ζ とが必要であろう。

ウニとアワビの生産漁場は，同一漁場である乙とは，秋元他日)

( 1975)が報告している。

ウニは， 2~ 3年で漁獲対象となり，積極的に増殖を計る場合 坐。

種苗代等の投資資本の回収が，アワビよりはやいζとが利点とし え。
巣

t首"
てあげられる。 〆
しかし，ーケ当りの単価がアワピの5分の 1~ 10分の 1程度 数

のため，逆Kアワビの 5~ 10倍の数を増殖ヨせる乙とになるが，

耳料海藻の繁殖が悪いと乙ろでは培殖は失敗する恐れがある。

各地先の基礎生産力，海底地形，底質の条件を考慮して増殖を

検討する必要がある。ウニの培殖を積極的K計画するためp::は，

天然での行動，住み場，摂餌等生態を調べる乙とがまだ多く残さ

E聖
" 径1-....
電・.，ー.--一ー一一一→ザ ". 令.. 

図12.殻径と生殖巣指数の関係

れている。

乙のような調査を行う時，ウニの標識方法制可時も問題Kなるが，長崎水試 (1959)，富士(19

62)，111村(1964)が行った閤歩帯の部分K上下に 2つの小孔をあけ，ナイロンを通し，乙れに標

識を取付け結びつけた方法と，魚用タックガンうち ζみ方法で標識を取付けたり， トゲカットして室

内水槽で飼育した結果，飼育中の殻径の成長，重量の増捕はほとんどみられなかヮたが.短期間l'は

利用出来る ζ とがわかった。

要 最句

1 )キタームラサキウニのλ工採苗l乙よる稚ウニと天然ウニの飼育実験から殻径の成長を検討した。

2) !j型ウニの飼育結果は， 6月から 8月ILかけ殻径の成長は良好である。 9，10， 11月は成長が

悪く， 1月以降再び成長がみられる。

3 )中型ウニの飼育結果は，小型ウニIL比較して成長が怒い。成長は月別の 4月から 9月まで悪く，

10月以降成長が良い。

4 )円型水槽内で流水iζより 30ヶ月間小型ワニを飼育した。その聞の死亡はみられず，実験開始時，

平竺澱径1.4佃であったものが，実験終了'時IL5. 25叩となった。

ら)人工採苗の稚ウニの飼育金行った。殻径成長の良い個体匂悪い個体が出現した。

6 )標識ウニの飼育実験を行ない，成長，標識の脱落等について調査を行った。

7 )飼育結果と漁場での採集キタムラサキウニの殻径組成から成長を検討した結果は，発生時期是 9

月と仮定した場合，満 1年で平均 1.9 crn，満2年で4.1佃となる乙とが推定される。

8) キタムラサキウニの漁獲サイズまでの殻径の成長は，はやくて満2年で殻径4四になる。また，

生殖腺の発達からみると殻径4.5crn以上を採捕する乙とが資源の有効利用となる。
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